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皆さま、本日は大変ご多用のところ、北陸AJEC

定期総会にご出席いただき、誠にありがとうござ

います。また皆さま方には、日頃から当協議会の

活動に対して格別のご高配、ご協力を賜っており

ます。重ねて御礼申し上げます。

また本日は、中部経済産業局 伊藤地域経済部

長にご出席いただいております。伊藤部長様には

大変お忙しいところ、誠にありがとうございます。

さて、まず世界経済の状況についてであります

が、IMFが今年 4月の世界経済見通しにおいて、

アメリカ経済の想定を上回る底堅さやインドなど

新興国の成長を反映して、2024年の世界全体の成

長率を3.2％と、 1月時点から0.1ポイント上方修

正しました。一方で下振れリスクとして、イスラ

エルとハマスの戦闘やロシアのウクライナ侵攻に

よる輸送費用あるいはエネルギー価格の上昇を挙

げております。

次に、日本経済につきましては、5月の政府月例

経済報告で、「景気は、このところ足踏みもみられ

るが、緩やかに回復している」とし、4カ月連続で

景気判断を据え置いております。先行きにつきまし

ては、世界的な金融引き締めや中国経済への懸念な

ど、海外景気の下振れに注意を促しております。

北陸経済につきましては、 5月の日銀金沢支店

金融経済月報では、「復旧復興需要や生産正常化

が進むもとで、回復に向けた動きがみられてい

る」とし、 2カ月連続で景気判断を引き上げてお

ります。また、能登半島地震で影響を受けた個人

消費につきましても、観光、小売りが回復し、改

善しております。

さて、近年、米中対立と経済安全保障政策およ

びチャイナリスクの観点から、日本企業の製造拠

点としての中国からの移転、調達先多様化やサプ

ライチェーン見直しの必要性が課題となっており

ます。一方、日本にとりまして中国は、依然とし

てマーケット、また部品や原材料の調達先として

非常に重要な存在であり、どのように考えるかが

大きな課題となっております。

このような状況を踏まえ、当協議会では、「経済

安全保障を巡る動きとサプライチェーンの再編」を

テーマに、経済安全保障の動向、チャイナリスクの

実態とそれらに対する企業の対応と課題を報告書と

して取りまとめました。本日ご講演いただきます

細川昌彦先生にも、この報告書の一部を執筆して

いただいております。ご講演の中でも、経済安全

保障政策に対して企業が取るべき対応を分かりや

すくご示唆いただけるものと存じております。

以上のような世界情勢、経済情勢の中、当協議

会は本年度も、国や北陸三県、大学、経済界、企

業と連携して、会員の皆さまの活動をサポートし

てまいりたいと考えております。具体的には、外

国人留学生など高度外国人材の北陸地域への就

職・定着のための取り組みや、商社など企業の海

外拠点調査機関からの最新の現地情勢・情報分析

を発信する海外現地情勢報告セミナーを引き続き

実施してまいります。さらに日韓関係改善の動き

を踏まえ、2018年を最後に中断しておりました北

陸・韓国経済交流会議を今年 8月に江原道江陵で

2024年度　定期総会

2024年 6 月10日、47名の方にご出席いただき、2024年度定期総会を金沢市内のホテルで開催した。

総会では、金井会長の挨拶、伊藤中部経済産業局地域経済部長のご挨拶に引き続き、以下の 4議案に

ついて審議が行われた。

　　　第 1号議案　2023年度事業計画・決算

　　　第 2号議案　能登地域会員の2024年度会費免除

　　　第 3号議案　2024年度事業計画（案）・予算（案）

　　　第 4号議案　役員異動

審議の結果、 4議案とも原案どおり可決承認された。

総会終了後、明星大学教授（元中部経済産業局長）の細川昌彦氏を講師として、

「米中対立と経済安保、企業はどう向き合うのか」と題した特別講演会を開催した。

会 長 挨 拶
会長　金井　豊
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再開することとしました。

結びに、今後とも当協議会に対する皆さま方の

変わらぬご支援とご協力をお願い申し上げますと

ともに、北陸とアジアとの経済交流により、北陸

経済が一層発展することを祈念しまして、開会の

挨拶といたします。

それでは、本日はどうぞよろしくお願いいたし

ます。

皆さん、こんにちは。ただ今ご紹介いただきまし

た中部経済産業局地域経済部長の伊藤と申します。

本日は北陸環日本海経済交流促進協議会（北陸

AJEC）の2024年度定期総会が執り行われますこと

をお喜び申し上げます。先ほど金井会長からもご

紹介がございましたように、本来であれば局長の

寺村が駆け付けるところでございますが、本日、

残念ながら東京の方で招集がございまして、私が代

理でご挨拶させていただくことになっております。

初めに、本年年初に発生しました能登半島地震に

おきまして犠牲になられました方々にお悔やみ申し

上げますとともに、被災された方々にお見舞い申し

上げます。金井会長をはじめ北陸経済界の皆さま方

におかれましては、被災地の声を聞き取り、全国に

届け、能登半島の創造的復興に向けた将来ビジョン

の検討に全力で取り組まれると承知しております。

関係者の皆さまに心から敬意を表します。

また中部経済産業局としましても、被災者のな

りわい支援のため、各種支援施策の周知と円滑な

実施を通じて、地元に寄り添ったご支援を進めて

おりますので、引き続き復興支援にご協力いただ

きますようよろしくお願い申し上げます。

さて、北陸AJECは1992年の設立以来、東アジ

アやASEAN諸国に関する調査研究や交流活動を

精力的に行い、北陸地域とアジア地域の経済交流

の牽引役として大きく貢献されてきました。本年

は日韓関係の改善に向け、先ほど金井会長からも

ご紹介がございましたけれども、北陸・韓国経済交

流会議を6年ぶりに韓国の江原道で開催されると聞

いております。長きにわたる交流の賜物であり、金

井会長をはじめ歴代の役職員・会員の皆さまのご尽

力に改めまして深く敬意を表する次第でございます。

さて、足元4月の訪日外国人旅行者数が300万人

を超える中、私も今日、金沢城から歩いてまいり

ましたが、やはり外国人がたくさんいて、平日は

兼六園などは日本人よりも外国人の方が多いとい

うことで、インバウンドということで海外から非

常にたくさんの人が来ているところでございます。

また、今日は私も名古屋から来るときに利用い

たしましたが、 3月に北陸新幹線が敦賀まで延伸

しました。関東方面からの交流人口のさらなる増

加や、2025年の春から大阪・関西万博が行われた

際には、海外からも多くの愛好者が北陸に足を延

ばすことが期待されます。

一方で、全国的に人口がどんどん減少して非常

に深刻な問題になっていますが、北陸地域は他よ

りも少し早めに減少が顕在化しております。総人

口が2000年をピークに減少しており、地域経済の

発展に向けては、外資や人材をはじめとする海外

の成長力の取り込みが重要となっております。北

中部経済産業局長 挨拶
代理（経済産業省中部経済産業局地域経済部長）　伊藤　浩行

陸地域は、経済資源を生かした観光産業や地場産

業はもとより、自動車、機械、金属、繊維等のさ

まざまな産業やそれらを支えるサプライチェーン

を有しており、海外の成長力を取り込んだ発展を

大いに期待できる地域だとも認識しております。

ところで、先ほど金井会長からもお話がござい

ましたけれども、なかなか終息しないウクライナ

情勢、それから中東情勢、そして本日の特別講演

のテーマとなっております米中対立を踏まえた経

済安全保障、先端技術に関する規制の動きなどに

は十分留意し、最新の情報を把握することが大変

重要となっております。われわれを取り巻く状況

はますます複雑化しており、変化のスピードも速

くなっております。

中部経済産業局としましても、海外の最新ビジ

ネス情報の発信や地域経済のニーズを踏まえた海

外ビジネスの新たな挑戦を後押しする取り組みを

展開しております。また、海外ビジネスを検討し

ている中小・中堅企業の皆さまには、「新規輸出

1万者支援プログラム」という国のプログラムで

すが、そういった支援制度も実施しておりますの

で、ぜひご活躍いただければと思います。

最後になりますが、北陸AJECならびに関係各

位のますますのご発展とご健勝を心から祈念いた

しまして、私のご挨拶とさせていただきます。本

日はよろしくお願いいたします。

北陸AJECは、北陸地域・企業の国際化の促進のため、「調査研究」、「情報発信」、「国際交

流」を活動の 3本柱として事業に取り組んでいる。

2024年度は、激動する世界情勢のなか、北陸企業の海外事業展開に資する情報発信を展開す

るとともに、北陸・韓国経済交流会議を 6年振りに再開する予定である。

各事業の具体的な取組みについては以下のとおり。

1 ．調査研究

（ 1）「経済安全保障を巡る動きとサプライチェーンの再編」

　　・ 調査報告会の開催

（ 2）金沢大学の調査研究支援

　　・ 「自由貿易協定（FTA）が日系企業のサプライチェーン構造に与える影響」

2 ．情報発信

（ 1）外国人留学生と留学生OB、企業との情報共有の場の構築

　　・ 北陸未来共創フォーラムと連携し、「北陸企業による留学生採用実例報告会及び外国

人留学生との交流会」の開催

（ 2）   北陸未来共創フォーラム（会長：北経連会長、事務局：金沢大学）の「北陸未来共創

フォーラム」（人材流入・地域定着分科会 ＷＧ2）への参画

2024年度　事 業 計 画
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（ 3）留学生受入れに関する情報収集・情報発信

　　・ 企業からの情報収集（留学生OBの状況、企業側のキャリアビジョン、採用・育成方

針等）

（ 4）特定技能外国人労働者に関する情報収集・情報発信

　　・ 全国大での動向、受入実績に関する情報収集・情報発信

　　・ 北陸地域での動向把握

3 ．国際交流

（ 1）ASEAN諸国

　　・ ベトナム行政官との経済交流会、北陸企業の産業視察会の開催

　　・ 海外現地情勢報告セミナーの開催

　　※関係機関・団体との連携事業

　　・ タイ：「お互いフォーラム協会」主催の国際会議、シンポジウム、セミナー、並びに

懇談会開催支援

　　・ ベトナム：「北陸ベトナム相互企業進出促進協会」主催の総会参加、及びセミナー等

開催支援

（ 2）   韓国

　　・第20回北陸(日本)・韓国経済交流会議の開催（8/25~28）

　　・第56回日韓経済人会議（5/14~15、東京）への参加

　　・KOTRA名古屋館主催投資環境セミナー開催支援

（ 3）海外関連セミナー

　　・  関係機関・団体と連携した海外情勢・動向、企業の海外展開に資するセミナー等の開

催支援

【参考】北陸経済連合会国際委員会 単独事業

〇 関西経済連合会主催「アジア・ビジネスプラットフォーム（ABCプラットフォーム）」事

業への参画

　※  対象はASEAN7か国（タイ、ベトナム、インドネシア、マレーシア、シンガポール、

ミャンマー、フィリピン）

〇海外経済視察ミッション派遣

　　・北欧への経済視察ミッション派遣

〇高度外国人材の受入環境、特定技能外国人制度等に関する要望活動・政府要望への織り込み

 以　上

１．はじめに
ただ今ご紹介いただきました細川でございます。

私は北陸AJECには大変感慨深い思いがござい

まして、20年前、中部経済産業局長としてここに

お邪魔いたしました。当時、山田会長の時代でし

た。そのとき私は中部経済産業局長で、大変先進

的な取り組みをなさっている組織だなと感銘を受

けたわけです。20年前と比べると、取り巻く国際

情勢は様変わりです。今日お話しする中国の問題

も20年前と比べたら隔世の感があります。中国が

台頭してWTOに加盟した直後の頃でしたが、あ

れからどんどん台頭してきています。もう一つの

問題は、米中対立です。

私は大学で教えている傍ら、グローバル企業を

はじめとして企業経営のお手伝いをしておりま

す。またビジネスや産経新聞での連載や、テレビ

番組で経済安全保障などを発信しております。お

手伝いしている企業は業種がさまざまであって

も、いずれも中国との向き合い方に悩んでおられ

ます。そうして経営の現場に向き合いながら、発

信しております。

実は、私は経産省に30年間在籍しましたが、経

済安全保障という言葉がなかった30年前から輸出

管理の分野をやっていました。今ある輸出管理と

いうのは、30年前に米ソ対立、冷戦が終わり、そ

れまであったココムが廃止されて設立された、現

在のワッセナー・アレンジメント国際枠組みで、

それを30年前に作ったのです。私は 4年間、国際

交渉でずっとその仕事をしていました。

そして、経済産業省には今、安全保障貿易管理

課など安全保障と名の付いた課がございますが、

これを作ったのは私です。当時、安全保障という

名前が付いた課は経済官庁のどこにもありません

でしたが、経産省が初めて安全保障という名前の

付く課を作りました。今や様変わりして、当たり

前のように経済安全保障と言っています。

30年前当時とは安全保障の環境はがらりと変

わっています。従って、最近も経産省は、外為法

の枠組み、新しい輸出管理の仕組みの提言を 4月

に出しています。今まではいろいろな地域紛争が

イラン、イラク、リビア、北朝鮮であって、これ

らにどうやって対処するかということが前提で輸

出管理を作っていたのです。軍事用途に使われる

かどうかチェックする、使われないという誓約書

を書いてもらう等を、現場の皆さんはやっている

と思います。

今からお話しするように、中国に向かって今ま

でどおりのような輸出管理では対応できないとい

うことです。微修正を現在進行形で重ねているの

です。現場の人たちの問題意識もこれまでと同じ

ことをやっていたら駄目だということです。

2．経済安全保障とは
私が今日お話しする経済安全保障というのは、

何かの脅威があるから経済安全保障なのです。で

は、その脅威とは何なのか、これを明確にしない

2024年度 定期総会 特別講演会
日 時　 2024年6月10日(月）　15：30～16：50
講 師　 細川　昌彦　氏（明星大学 教授（元 中部経済産業局長））
演 題　「米中対立と経済安保、企業はどう向き合うのか」
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と何に備えていいか分からない。ところが日本政

府ははっきり言いません。「経済安全保障は特定

国を念頭に置いたものではない」と日本政府は言

います。

これは外交上の観点からやむを得ないのかもし

れない。しかしこれは額面どおりではなく、当然

これからお話しするような中国の動きを念頭に置

いています。では、どういうものなのか。今週末、

G 7サミットがイタリアで行われます。岸田総理

も出席されると思いますが、そこで主要なテーマ

の一つが、中国にどう向き合うかということです。

では、どういうことを念頭に置いているかです

が、まず、経済安全保障とは何なのか、直感的に

どう捉えるかです。

経済と安全保障の二つの円が、今までは離れて

別々にあったわけです。ところが、今何が起こっ

ているかというと、この二つの円がずっと近寄っ

てきて、重なり合って、そしてこの重なりがどん

どん大きくなっています。この重なっている部分

が経済安全保障です。直感的に考えてください。

そして、これからお話しすることは、今までどお

り経済しか考えなくても経営できていたという部

分と、経済の政策も、あるいは企業の経営も、安

全保障のことを頭に置いておかないと大変だとい

う、この重なっている部分が両方あるのです。

大事なことは、この境目、この線引きを経営で

もやらなければいけないということです。そんな

ことを考えなくても、どんどん中国のマーケット

を貪欲に取りに行くという考えもあります。そう

ではなくて、ここは慎重にしないと危ないという

部分もあります。「全てどんどん商売をやってく

ださい」と言うのもおかしいし、「全て慎重にやっ

てください」というのもおかしい。大事なことは、

境目、線引きを経営者ができるかどうかです。

同じ企業の中でも、同じ事業の中でも、両方が

あります。同じ事業部の中でも、この技術を使っ

ているところ、そうでないところ、と線引きをす

るのは経営者しかいない。この点が一番微妙で

す。ではこの二つの円がなぜ近寄ってきたかとい

うと、最近のドローンやウクライナ戦争を見ても

分かるように、いろいろな軍事技術や人工知能な

ど軍民の融合という事態が進んでいるためです。

3．中国依存からの脱却

中国　相手国に依存させる ⇒『経済の武器化』経済的威圧

中国の場合、キーワードとして経済の武器化が頻

繁に起こっています。サミットでもこういう言葉が

出てくると思うのですが、経済的威圧、すなわち経

済で威圧するということが常態化しています。

一番分かりやすいのは、日本自身がやられた

2010年です。尖閣問題で漁船の衝突事件があっ

て、日本は船長を拿捕しましたが、中国は当時日

本に対して、レアアースの輸出を止めました。当

時、日本はレアアースの中国依存度が 8割以上

で、いろいろな企業がレアアースを使っていまし

た。ある大手のガラスメーカーでは、ガラスの表

面を研磨するときに使う酸化セリウムはレアアー

スがないと作れません。ガラス会社も大変だとい

うことで、当時大騒ぎしていました。

それ以外では、例えばノーベル平和賞を中国の

人権活動家に授与しました。そうすると、ノーベ

ル平和賞＝ノルウェーだということで、中国は

「ノルウェーからは買わない」としました。

2016年には韓国が、THAADというミサイル迎

撃システムを在韓米軍が配備することを認めまし

た。このTHAADは北朝鮮との関係で配備してい

たのですが、中国は「これは中国にも向けられる

かもしれない。」と考え、経済の武器化として韓

国に対し、団体旅行客の渡航を禁止にしました。

当時の韓国は中国からの団体旅行客が大きな収入

源になっていたので、ものすごくダメージを受け

ました。

今は日本もインバウンドが再開していますが、

現に韓国が2016年にやられたことを他人事と思っ

てはいけない。過度に依存しているとリスクにな

ります。こういうことは、関係ないと思っている

業界の皆さんも頭に置いておかないといけません。

2020年には、コロナの独立調査をやるべきだと

当時のオーストラリア首相が発言しました。そう

すると中国は怒って、オーストラリアから大量に

買っていた食肉や大麦やワインに対し、高額の関

税を掛けたのです。こういうことが頻繁に起こっ

ています。

直近では、実は日本も去年打撃を受けていま

す。日本産水産物の禁輸の件です。例の処理水放

出に伴って、北海道の水産物、特にホタテが大打

撃を受けました。当時の輸出先は、中国、香港を

合計して 4割です。 4割依存していると大打撃で

す。特に北海道猿払村というホタテで大変潤って

いた地域が大打撃を受けました。中国で消費する

だけではありません。アメリカでも日本のホタテ

を食べますが、加工については加工賃の安い中国

でやっていたわけです。そうすると、日本から中

国の加工工場に行って、そこでホタテの殻を取

り、アメリカでは殻付きは食べませんから、殻を

取ってアメリカに輸出していたものが全部やられ

てしまうわけです。こうした大打撃を受け、よう

やくベトナムなどの他の国に振り向けているわけ

です。

実は今から 2年半前、韓国では消防車や大型車

が全部止まってしまいました。排ガス浄化のため

にディーゼル車は尿素水を使うのですが、韓国は

尿素水用の尿素の85％を中国に依存していまし

た。ところが中国が輸出制限をしたことで、尿素

が来なくなり、そして尿素が手に入らないので、

大型車が止まってしまいました。これは現に起

こったことです。日本は幸いに国内自給率が 5割

あり、中国への依存度が非常に低かったおかげ

で、日本の皆さん方はそういうことを意識せずに

来ておりますが、韓国ではこういう事態が起こっ

ていました。

企業にとって大事なポイントは、どの部分がや

られるか分からないということです。そのため、



1110
AJEC Warm TOPIC Vol.179（2024.SEP/OCT）AJEC Warm TOPIC Vol.179（2024.SEP/OCT）

講演録 2024年度 定期総会 特別講演会

中国依存度が高いものを会社の中で洗い出すのが

基本です。いかに自社の中で中国依存度の高いも

のがあるかをよく棚卸しをして、その結果分散化

を図ったり、他に振り分けたりということを大手

メーカーはやっています。全部の事業ではなく、

会社の柱になる事業、根幹を揺るがされると危な

いという事業について中国依存度を洗い出す、こ

ういうメリハリの利いた作業をグローバル企業は

行っています。

もう一つ大事なのは、自分の会社は依存してい

ないと思っていても、サプライヤーが依存してい

るという場合があります。さらに遡れば 2次サプ

ライヤーもいます。しかしサプライヤーはそんな

に簡単には教えてくれません。そのため、公開情

報だけで自社のサプライチェーンのどこに脆弱性

があるのかを調べるのが当たり前になっていま

す。これは保険料の支払いだと思わなければなり

ません。そうやってコストをかけなければリスク

に向き合えない事態が、こうした中国依存の関係

で起こっています。

4．営業秘密の流出
それからもう一つ最近問題になっているのが、

営業秘密の流出です。去年の暮れ、アルプスアル

パインという車載用電子部品を扱っている会社の

中国籍の元社員が逮捕されました。容疑は機密流

出です。会社の中の重要な設計データを、会社の

パソコンから自分のハードディスクにコピーして

持ち出した後に転職して、不正競争防止法で捕

まったのです。会社も別に脇が甘かったわけでは

なく、こういう秘密情報にアクセスできる権限の

ある人を社内でも制限していました。また、私物

のハードディスクに接続することは禁止という

ルールも作っています。そして、会社を辞めると

きには秘密保持契約を結ぶという当たり前の手を

一応は打っていました。それでも起こったのです。

それから去年、産総研（産業技術総合研究所）

の中国人研究者も機密流出で逮捕されましたが、

これも不正競争防止法違反で捕まっています。い

ずれも大事なことは、不正競争防止法で捕まって

いるということは、ある意味管理をきちんとして

いたから逮捕できたということです。皆さんが自

分の会社でこれを秘密として管理していなかった

ら、不正競争防止法を適用できていません。こう

したことは氷山の一角だということです。

産総研やアルプスアルパインは管理していたか

らこそ逮捕できた。これを管理していないと、不

正競争防止法違反を問えません。秘密データや情

報をこういう形で管理しているという要件がちゃ

んと整っていないと動けないのです。大事なの

は、皆さん方の会社での情報やデータを、秘密と

しての管理をきっちりやっていることが前提にな

るということです。

二つ目に大事なことは、怪しいなという端緒をつ

かんだからこそ逮捕に至っているということです。

警察は今、経済安全保障に力を入れています。

各県警がいろいろなセミナーを企業の皆さん方を

集めて行っています。今の経済安保の時代は、い

ざ何かおかしい、怪しいと思っても、企業だけで

対応できることには限界があるので、警察と連携

をどう取るかがものすごく大事です。産総研以外

にも、理化学研究所など有名な研究所がいろいろ

ありますが、きちんと管理しているかどうかが問

われています。

こういう動きをなぜしているかということにつ

いて、背景をお話ししたいと思います。キーワー

ドとして軍民融合、双循環、自強自立の三つを挙

げています。

いろいろな戦略産業を国内で循環させようとい

うのが左側です。国産化していくためにはサプラ

イチェーンの大事なところが外国企業に押さえら

れているので、これでは国産化できない⇨国内だ

けで循環できるようにコアな技術を入手しよう⇨

これで中国は他国に依存しないでいられる⇨こう

して強国になる。これが自強自立であり、双循環

の一つです。

もう一つの循環は、他の国を中国に依存させる

こと、すなわち経済の武器化です。経済の武器化

で相手に打撃を与えるのです。これは習近平主席

が 2年前に国内での講話で自ら言った言葉です。

こうした中国にどう向き合うのか。しかも軍民

融合、軍事力の強化と産業競争力の強化は融合し

ている、一体的にやると言っているわけです。

従って、今までのリスク管理では、軍事用途なの

か、民主用途なのかを峻別することを前提にして

いましたが、それは意味がない。こういう時代に

なってきたのです。

では、どんな産業が戦略産業かということにつ

いて、主な代表例をリストアップすると、半導体

の装置、材料、電子部品、高性能の医療機器など

があります。中国がこれから力を入れる、自分の

国だけで作れるようにする産業を相当な数、リス

トアップしています。こういう戦略産業をどんど

ん国産化していきたいが、コアな技術がないと作

れない。そうした技術をボトルネック技術と言い

ますが、ボトルネック技術がないために国産化で

きない産業ごとに技術がリストアップされている

のです。その技術を入手するために、外国企業に

対して誘致モードになります。そして誘致した

後、中国が技術を入手できると、排除モードに移

ります。そういう変化がダイナミックに起こって

います。

例えば、高性能磁石というものがあります。電

気自動車や風力発電のモーターに使う大事な基幹

部品です。高性能磁石は、2015年まで日本企業の

独壇場でした。そこで、中国が誘致をして、合弁

５．戦略産業を国産化させる

大方針（活動報告）『軍民融合』『双循環』『自強自立』
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会社で進出しました。そうすると数年後にパート

ナーの中国企業が単独で高性能磁石を作れるよう

になりました。日本企業はとても苦い経験をして

いるのです。

これは決して高性能磁石だけではありません。

こういう大変苦い経験は他の産業には伝わりませ

ん。そのため、同じことが他の産業でも繰り返さ

れてしまっています。

また、これは日本企業だけではありません。風

力発電の分野では、ヨーロッパの企業ではベスタ

ス、あるいはアメリカのGEといった有名企業が

大宗を占めていました。ところが、中国に誘致さ

れて進出し、今や中国企業が技術を入手した結

果、欧米企業よりも安く作れるようになった。

EUにとっての苦い経験です。太陽光パネルもリ

チウムイオン電池も同じです。

6．狙われるボトルネック技術
このボトルネック技術を入手するにはパターン

があります。私が高性能磁石で申し上げたのは、

合弁で進出した例です。その際、気を付けなけれ

ばいけないのは分断と揺さぶりです。日本企業同

士が競争しているからですが、こちらもきちんと

業界同士で情報を共有しないといけません。

サラミ戦術というのもあります。最初に進出す

るときは、この技術までだから大丈夫だろうと思

うのですが、いったん進出してみるとなかなか後

戻りができません。そうすると、次にこの技術、

次にこの技術とどんどん進出していくときにサラ

ミを切るように深入りしていくということが起こる

のです。

今は化粧品なども、原料や製法をちゃんと中国に

開示しないと売れないと言われています。成分を開

示したら中国メーカーが作れてしまうわけです。

それから、 2番目に買収という方法が挙げられ

ます。特に基幹部品の技術を持っている企業は要

注意です。大企業はこういうサプライヤーを買い

たたくばかりでは駄目です。大企業の調達部門は

これまでと同じように安く買おうとします。そう

すると、基幹部品のサプライヤーは体力がなく

なってしまう。自動車メーカーも含めて大手メー

カーの経営者が考えなければならないのは、安く

調達するという発想だけでなく、これはという大

事な基幹部品が持続可能な、サステナブルなサプ

ライチェーンになっているかどうかです。安いこ

とだけを考えていたら持続可能ではない。

それから、 3番目に人材です。技術を持ってい

る地方の部品メーカーも含めて、技術流出は人で

起こります。人の流出をどう食い止めるか、これ

は経営者の皆さんが考えなければいけない。最

近、転職サイトを利用して、技術を持ったエンジ

ニアが流出しています。そうした事態もちゃんと

直視しなければならない。そういう人たちをいか

にとどめておくか。待遇面、そしてある人にだけ

技術の情報が集中しないように分散化する知恵も

必要です。今、経営者に必要なのは、必要不可欠

な技術はどれかというのを見極めて、その保有者

の管理をどうするかということです。

それから、不正な手法もあります。不正競争防

止法の問題や、サイバー攻撃で技術の流出が起

こっています。いろいろな入手のパターンでボト

ルネック技術が狙われているという自覚が経営者

にはとても必要になっていると思います。

7．半導体、車載用電池における動き

半導体が最近非常に注目されているので、半導体

についてお話しします。お手元に「半導体産業のエ

コ・システム」という図があります。日本はどんど

ん凋落していったと言われています。この図は私が

作ったのですが、十把一絡げに半導体産業といって

も、いろいろな役割分担があり、分業されていま

す。半導体の製造は台湾の有名なTSMCや、韓国の

サムスンや、アメリカのインテルなど、製造に特化

している企業が強いです。また、半導体の回路の

設計に特化している企業はアメリカが強いです。

そして日本は製造については凋落したものの、製

造の設備と材料についてはいまだに強いです。

日本の装置メーカー、材料メーカーはいろいろ

な種類がたくさんあります。組み合わせて製造工

程は出来上がるのです。材料も半導体の製造工程

ごとに強みのある企業はいろいろあります。この

強みがあるうちに、日本に製造を引っ張ってこよ

うという動きが、今起こっています。

半導体を作っている韓国のサムスンや台湾の

TSMCなどに納入するために、装置メーカー、材

料メーカーはどんどん韓国、台湾に引っ張られて

いきました。そして今、中国とアメリカが 7兆

円、10兆円という巨額の軍資金を抱えて製造に集

中しています。そうした中で、日本の装置メー

カー、材料メーカーは、米中にも引っ張られてい

るため、このまま放置していると空洞化していく

のです。

これらが強いうちに、逆に製造を日本国内に

引っ張り込もうではないかということで、熊本に

TSMCを誘致したり、ラピダスが北海道に進出し

たりしています。これはラストチャンスです。こ

の危機感が背景にあるのです。さらに言えば、先

端半導体ばかりに目が行きますが、成熟半導体、

レガシー半導体といったそこまで最先端ではない

ものもあり、ボリュームゾーンはここなのです。

車載用、家電用に使う20ナノとか40ナノのあたり

です。中国は、最先端が他国で押さえられるのな

ら、レガシーの半導体、成熟半導体を押さえよう

として多額の投資を始めています。その際に必要

なのは日本の装置、材料です。今は売れています

が、その行き着く先は中国がレガシー半導体を押

さえて、各国に依存させることを狙っています。

　汎用のレガシー半導体の中でもパワー半導体

といって、省エネルギー、省電力に使うものに対

しても、現在かなり投資しています。マイコンも

そうです。それを中国の自動車メーカーがEVに

半導体産業のエコ・システム

（細川氏作成）

（細川氏作成）
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使うという構図になっています。

今、半導体は各国が誘致合戦をしていますが、

日本が熊本で作っているのもまさに20ナノあたり

です。まさに中国がどんどんパワー半導体に投資

しようとしています。日本も今のうちに補強しな

ければいけないということで、パワー半導体にも

補助金を付けて、国内生産の支援をしています。

また、半導体とともに大事なのは、車載用電池

です。10年たったら様変わりです。

電池の材料であるリチウム、コバルト、ニッケ

ルといったレアメタル、EV（電気自動車）、そし

て電池も押さえ、そして日本が本来強かった電池

材料（負極材、正極材、セパレータ、電解液）を

それぞれ中国が押さえて、今は様変わりです。そ

の結果、サプライチェーン供給網を一気通貫で中

国が押さえる。同じことが高性能磁石でも言えま

す。ネオジム・ジスプロシウムといったレアアー

スを中国が押さえていて、精錬・採掘をします。

そしてレアアースを使った高性能磁石を2015年の

進出以降、押さえました。

こういう流れの下に、供給網を一気通貫で押さ

えられるのです。他の業界で起こったことを学習

し警戒しなければいけません。どう備えるかを、

経営者が、業界が、自ら考えないといけないので

す。外為法で規制がないからどんどんやっていい

のだというのは単純な発想です。

８．特定重要物資の国産化に向けて

特定重要物資の指定

医療の世界でも同じように、中国に依存してい

る結果、非常に危ない状況となり、厚生労働省が

抗菌薬の原薬を国産化しようと動いています。今

は経済安全保障推進法で重要物資を列挙していま

す。国内で生産しなければならないというリスト

です。去年の11月先端電子部品が追加されていま

す。先ほど私が言ったように積層セラミックコン

デンサなどは日本企業が強いといわれている産業

です。国内生産基盤を強化していくのがこの業種

の課題です。それは皆さん方のビジネスチャンス

にどこかでつながることがあり得るので、大事な

動きです。

政府指定の「特定重要物資」分野案

経済産業省

半導体
クラウド
蓄電池
永久磁石
工作機械・産業用ロボット
航空機部素材
重要鉱物
液化天然ガス（LNG）
高性能電子部品

国土交通省
（船舶関連）

船舶機関（エンジン）、プロ
ペラ、航海用機器（ソナー）

厚生労働省 抗菌薬
農林水産省 肥料原料

9．データ統制による経営リスク
それから情報、データの話をします。2021年 9

月、データ安全法が中国で施行されました。これ

には海外にデータを持ち出すことをチェックしよ

う、中国国内に囲い込もうという意図があります。

ではどういうデータかというと、実はあらゆる

データです。定義も曖昧になっていて、例えば中

国の工場はIoTでつながっていますので、工場の

オペレーションのデータは、今は中国から本社に

自由に送ることができます。急にこれがストップ

されるわけではありませんが、企業がデータを中

国外に持ち出せない事態も将来起こり得るという

ことを考えなければならない。法律の目的は、国

家の安全のためだとしか書いていない。その判断

は中国政府がします。その判断の解釈は変わり得

るのです。

従って大事なのは、中国との関係で各会社がど

ういうデータのやりとりをしているか、データの

棚卸しをすることです。例えば、中国企業と一緒

に研究開発をしている場合は、研究データを持ち

帰ることを前提にしています。中国から持ち出せ

ない事態になってもダメージが必要最小限になる

ようにすべきです。工場でのIoTのデータ、中国

国内での販売のデータを今は自由に本社に持ち帰

れていても、いざこれが駄目と言われた事態に

なった時、ダメージが必要最小限になるように対

策する必要があります。

いったん自社データの棚卸しをきっちりやっ

て、リスクがどこにあるのか、危ないなら手を打

つ、こういう指示は社長にしかできません。

10．サイバー攻撃への備え
それから、サイバー攻撃による情報流出があち

こちで起こっています。ポイントは、100％守るこ

とは不可能だということです。どんなにIT部門が

しっかりし、どんなにサイバーセキュリティがピ

カピカの会社にお願いしていたとしても、100％守

るということはあり得ません。ではどうするのか

というと、いざやられたときのダメージコントロー

ルをするということです。やられたときのダメー

ジを必要最小限にしておくことが鉄則です。やら

れることを前提に備えているかどうかです。

例えば、本当に大事な機密情報をその他大勢の

機密情報と一緒にサーバーに入れておくというの

はとんでもないことです。大事な技術、虎の子の

技術は、別のサーバーに入れるべきです。お金が

かかりますが、当たり前です。それが保険をかけ

るということです。明け方 4時にやられて、すぐ

工場を止めることができるのか。これは訓練しな

いと駄目です。IT部門よりも事業部長の方が偉

いですから、工場は止められず、時間だけがたっ

ていくということが起こります。その判断ができ

るのは社長しかいません。朝 4時に社長をたたき

起こして、全工場を全部止めることができるかど

うか。これは訓練しないとできません。甘く考え

ては駄目なのです。
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講演録 台湾視察から見えてきたもの

11．まとめ

『経済安保の時代』の企業経営

私は「『経済安保の時代』の企業経営」というタ

イトルを付けましたが、先ほど安全保障と経済の輪

が重なっている、輪の重なりの境目が大事だと言い

ました。まさに③にあるように、本当に大切な守ら

なければいけない技術と、そうでないものの仕分け

をしていくことが必要です。各事業部の人たちは、

自分の技術ほど大事に思いますが、それでは駄目な

のです。本当に大事なものは何なのか。そして、そ

の技術はブラックボックス化していく。

私自身が実行委員長をやっているのですが、

ECONOSECという、経済安全保障対策会議・展

示会があります。去年が第 1回、今年が第 2回で

す。経済安全保障の関連のサービスを提供する会

社と企業の皆さん方の出会いの場です。企業の皆

さん方に、経済安全保障対策にどう向き合うの

か、世の中にこういうものがあるのだということ

を知っていただくための場であり、経産省や内閣

府や警察庁が後援しています。こうした動きもぜ

ひこの機会に知っていただければと思います。

以上で私からの話は終わりたいと思います。ど

うもありがとうございました。

１．はじめに
先月 6月、若手経営者に同行する形で台湾を視

察する機会がありました。ちょうど訪問したタイ

ミングは、台湾で「コンピューテックス台北2024

（台北国際電脳展）＊」が開催された後でした。

AI産業が加速度的に成長する中にあり空前の盛

況、という感じで台湾でのTVはじめ雑誌の特集

でもAIという文字が目立っていました。

「コンピューテックス台北2024（台北国際電脳

展）」には、エヌビディア、ＡＭＤ、クアルコ

ム、インテル、アームなど欧米の半導体大手の経

営トップが直接会場を訪れ演説をしたことが話題

になっていました。地元経済誌でもクアルコム

CEOの特集が組まれるなど半導体一色の様相で

した。

また、何といっても台湾出身のエヌビディア

CEO黄仁勲（ジェンスン・ファン）が講演で「台

湾に大規模データセンター設立、 1 ,000人以上の

エンジニア採用など、今後も台湾への投資を続け

る」とも発表した後でもあり高揚感も漂っていま

した。

＊コンピューテックス台北2024（台北国際電脳展）

　  台湾最大のIT見本市（2024年 6 月 4 ～ 7 日開催）。

併設される形で「InnoVEX 2024」（スタートアッ

プに特化したイベントで主要 4テーマは「人工知

能（AI）、半導体アプリケーション、グリーンテク

ノロジー、スマートモビリティ」で30ケ国・地域

から400のスタートアップが出展）

２．台湾の半導体関連について
台湾には半導体受託製造で世界的に有名な

「TSMC（台湾積体電路製造）」や「UMC（聨華電

子） 」があり、この2社で世界の半導体生産（受託

分）の約 7割強を担い圧倒的なシェアを持ってい

ます。上記 2社以外にも台湾第三位の「パワー

チップ（力晶科技）」や「VIS（世界先進積体電

路）」など世界的なファウンドリー企業も台湾に

あります。

TSMCはアップルやエヌビディア、クアルコム

などを主要顧客に持ち各国で工場誘致の動きが活

発となっています。その誘致先に熊本が選ばれ話

題となりました。

＊  ファウンドリー企業：基本的に自社内で設計はせ

ず、ファブレス企業や大手IT 企業などが設計した

半導体の受託生産を請け負う企業のこと。

 

３．半導体産業サポート体制
台湾・新竹市には「新竹サイエンスパーク」と

呼ばれる半導体シリコンバレーのような地域があ

ります。1980年に創設され東京ドーム140個分の

台湾視察から見えてきたもの
北陸銀行上海駐在員事務所　所長　清　水　賢　一

世界の半導体受託製造シェア

Internetからのデータにより、北陸銀行上海事務所で作成
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広大な敷地。その中心となるのはTSMCの本社や

複数の量産工場。新工場では回路の幅が 2ナノ

メートルの半導体準備との報道もあります（ 1ナ

ノ＝ナノは10億分の 1を表す単位＜半導体は回路

の幅をできるだけ細くして性能を高める技術が必

要＞ちなみに、16ナノ以下は先端半導体と言わ

れ、高性能スマホや 5 Gの通信などに利用。 2ナ

ノはまだ世界のどの企業も量産出来ていない、と

も）。新竹サイエンスパーク周辺には半導体装置

で世界大手のAMAT（アプライドマテリアルズ・

米国）やエッジング装置の企業、半導体には欠か

せない露光装置のASML（オランダ）、日本企業

では東京エレクトロンや信越化学工業などがこの

新竹に拠点を構えております。また、台湾のトッ

プ校に位置付けられている「国立清華大学」には

半導体研究学院が2021年に設立されるなど人材育

成の体制も急がれています。

４．地方創生にも絡む台湾との動き
（ 1）   TSMCが進出を決めた熊本県の肥後銀行で

は台湾人向けローンの対応・検討する動き

も聞かれます（台湾人は家族帯同が多く単

身赴任は少ない）。昨年には台湾に事務所

を設立しました。

   ちなみに福岡県の福岡銀行は2015年に台湾

では地銀初の事務所を開設。その後、台湾

の大手銀行・玉山銀行が福岡県に支店を開

設（2023年）。北九州市はスタートアップ

推進課があり、台湾のスタートアップとの

交流もあるなど、イノベーションを取り込

む動きが積極的（コンピューテックス台北

2024に併設されたスタートアップ企業との

イベントにも参加）。

（ 2）   七十七銀行（宮城県）では、宮城県に進出

を決めた台湾第三位のファウンドリー企業

「パワーチップ(力晶科技)」に関連する対

応から、台湾への出張を増やしている動き

も見られます。

（ 3） ラビダスへの期待

   ほくほくFGにも関連する拠点・北海道に

は国と大手企業（トヨタ、NTT,ソニーグ

ループ、ソフトバンク、デンソー、キオク

シア、NEC等）からの出資を受け、米国

IBMと提携を結び設立されたファウンド

リー企業「ラビダス」が始動（目指すは世

界一のファウンドリーへ）。TSMC本社周

辺に見られる半導体シリコンバレーではな

いですが、半導体関連企業の集積を期待せ

ずにはいられない思いです。弊行は台湾

No 1 銀行の台湾信託商業銀行と提携もし

ており、今後さらなる連携をしていきたい

と思っております（今回の若手経営者の視

察には台湾信託商業銀行での講義＜台湾の

現状について＞も組み入れております）。

５．最後に
半導体は今後も 5 GやAI、クラウドサービスの

増加、IoTの更なる利用拡大、車載用電子機器の

増加から半導体が必要とされる分野がますます増

えてくる状況です。引き続き関心をもって動向を

フォローしていきたいと思います。

台湾・桃園国際空港

①  なぜ、留学先に日本・北陸地域の大学を
選んだのですか？
日本・北陸地域の大学を留学先に選んだ理由は

いくつかあります。まず第一に、私の専攻です。

日本の建築学は非常に優れていると評価されてい

ます。第二に、日本は母国である中国と同じアジ

ア文化圏に属しており、治安も良好です。

北陸を選んだ理由ですが、当時私はほとんど日

本語が話せなかったため、英語プログラムを通じ

て大学に応募しました。日本語での授業に比べる

と、選択肢は限られていましたが、金沢大学は私

の要求に非常に適していました。英語で授業が行

われること、そして国立大学であるため学費が比

較的安価であることが決め手となりました。

②  なぜ、就職先に日本・北陸地域の企業を
選んだのですか？

北陸での生活を 2年間経験した後、大都市より

も北陸地域の雰囲気が好きだと感じました。自然

に近く、美しい景色を日常的に見ることができる

場所での生活と仕事は、私にとってより豊かな生

活を享受させてくれます。

③  現在の就職先は、どのようにして見つけ
たのですか？ また、この企業に就職を
決めた理由は何ですか？
私は北陸三県留学生説明会で、現在の会社に偶

然出会いました。この会社に就職を決めた理由は

二つあります。第一に、この会社が私の専攻と非

常に関連していることです。第二に、会社の雰囲

気が非常に温かく、外国人である私にとって安心

できる環境であったことです。これらの理由か

ら、入社を決めました。

北陸企業で活躍する留学生OB紹介

你好!（こんにちは）

■プロフィール
名　　　　前：ニ　テンヨ
母　　　　国：中国
来日した年：2020年
留 学 期 間：2020年～2022年
留学先大学：金沢大学 大学院
専　　　　攻：環境デザイン
母国での専攻：建築学
勤　務　先：株式会社アプト・シンコー
配　属　先：設計部
勤 続 年 数： 1年
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④  就職活動に際して、大学からどのような
（留学生向けの特別な）支援がありまし
たか？ また、どのような支援があれば
よいと思いますか？
金沢大学には留学生向けの就職支援室がありま

す。支援室は多くのサポートを提供しており、日

本での就職情報や環境の紹介、自分自身の分析、

履歴書の書き方やアドバイス、模擬面接などをし

てくれます。当時、私の日本語はあまり上手では

ありませんでしたが、先生方は非常に忍耐強く、

多くの助けをしてくださいました。

留学生にとって、入学の時期は日本の学生とは

少し異なります。事前に十分な準備をしていない

と、私のように10月入学の場合、 4月の就職活動

に間に合わないことがあります。留学生向けに

もっと多くの情報提供があればと希望します。

⑤  職場では具体的には、どのような仕事を
されていますか？ 仕事には慣れました
か？ 仕事での苦労はありますか？
私の仕事の具体的な内容はCAD設計です。一

年が経過し、仕事にも慣れてきました。最初は難

しいと感じていましたが、先輩や同僚たちの助け

を得て、今ではとても達成感を感じています。

⑥  大学で習得した専門知識や能力は活かせ
ていますか？ また、今後、どのような
キャリアを形成していきたいですか？
大学で学んだ知識も活用しています。将来は建

築分野でさらに深く掘り下げていきたいと思って

います。

⑦  北陸（富山）での暮らしはどうですか？ま
た、休日はどのように過ごされていますか？

私は現在、富山県に住んでいます。北陸の生活

にもすっかり慣れました。仕事が忙しくないとき

は、友達と一緒に海辺でBBQを楽しんでいます。

また、金沢に行って日本海の夕日を見るのも大好

きです。

⑧  日本・北陸地域で働いていく上で、困っ
たことがありましたら教えてください。
北陸の冬は非常に大雪であり、移動が非常に不

便で、車の運転も危険です。

⑨  留学生に北陸企業へ就職してもらうに
は、どうすればよいと思いますか？
留学生向けの地元イベントを増やすべきだと考

えています。これにより、留学生が北陸地域の風

土や特色を体験し、地元社会との結びつきを深め

る機会が提供されるでしょう。

⑩  今後の北陸地域発展のためには、どのよ
うなことを行なっていけばよいと思いま
すか？
北陸地域は、私の母国ではあまり知名度が無

く、比較的マイナーな印象です。しかし、実際に

住んでみた北陸は、素晴らしい景色があり、多く

の観光資源もあり、魅力に溢れていました。北陸

の自然、美術館、温泉地などを活用し、観光プロ

モーションを強化すれば良いかと思います。

⑪  北陸企業への就職を希望する後輩へアド
バイスをお願いします。
日本で生活するためには日本語が基礎となるの

で、早めにしっかりと日本語を学ぶことが重要で

す。北陸で働きたい場合は、地元のさまざまな就

職フェアに積極的に参加することをお勧めしま

す。北陸は実はとても美しく素晴らしい地域であ

り、皆さんが将来どんな生活を送りたいか真剣に

考え、微細なところに隠れた美を感じてほしいと

思います。

⑫将来の夢を教えてください。
建築士の資格を取得する機会があれば、自分の

専門能力をさらに高め、より充実した生活を送る

ことができると考えています。

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

（以下は企業さま向け質問）

　所属・役職：副事業部長

　お　名　前：塩井　隆行

⑬  企業さまの求める人物像、留学生採用方
針、育成方針について教えてください。

（人物像）

勤勉で成長意欲が高く、目標に向かって努力で

きる人。

（採用方針）

基礎能力や偏差値が優秀であること。また日本

の企業で仕事をする以上、一定の日本語能力は必

要になるので、最低でもN 3程度の日本語能力を

求めています。

（育成方針）

日本人社員と変わらず教育します。弊社では、

「優秀だから外国人社員を採用する」という考え

で採用してきているので、現在は社員全体の25％

を外国人社員が占めています。同じ国籍の先輩社

員がいる場合は、言葉の面でもスムーズに仕事を

覚えていくことが出来ます。

⑭  働いている方のキャリアビジョン（将来
の理想像、理想の働き方や生き方など）
について、どのようにお考えですか？
本音を言えば、当社で末永く活躍してもらいた

いと思っています。しかし本人のキャリアビジョ

ンのために、仕方なく会社を離れる時が来たら、

どこに出しても恥ずかしくない人材へと育て、送

り出したいと思っております。

⑮  留学生を採用するに際して、どのような
ご苦労がありましたか？
単身で日本に来ているため、保証人の問題などで

アパートの契約ができないときがあります。その際

は、会社の名義で契約するなどで助けています。

しかし留学生からの採用であると、日本での生

活経験があるため、基本的にあまり問題になりま

せん。日本人を採用するのと、さほど変わりない

と思います。

（弊社は現地からの直接採用もしていますが、こ

の場合ですと宿泊場所、生活家電、生活用品、水

道光熱費、wifi 環境の整備など、かなり大変です。）

⑯  留学生は会社にとってどのような存在で
すか？ また、留学生にどのようなこと
を期待されておられますか？
通常の業務を、日本人社員と同等にこなしてく

れており、学歴が高いので業務の習得スピードも

早いです。

また、弊社は諸外国にアウトソーシングをして

いるので、言語面で現地外国人との橋渡し役とし

ての業務も行ってくれており、非常に助かってい

ます。
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⑰上  司としてのお立場から、ご本人の活躍
振りやご本人に期待している内容を一
言お願いします。

入社から 1年が経過し、仕事の面でも仕事以外

の面でも弊社に馴染んできました。日本人社員に

は無い目線から、どんどん業務改善を行ってもら

い、女性の外国人社員として、マネージャー職へ

と成長していってほしいと願っています。

⑱企業概要
会　社　名：株式会社アプト・シンコー

本社所在地：富山県高岡市堀岡又新16

設　立　日：1961年 3 月

代　表　者：代表取締役  石灰 叶嘉主

資　本　金： 1億6,000万円

従 業 員 数：100名（グループ全体120名）

事 業 概 要：  製材事業、プレカット事業、建築

事業、不動産事業など、「住まい」

に関する資材の加工流通や建築事

業を主体としている会社です。

2024年 2 月 富山県高岡市海岸にて友達とBBQ 後ろには雄大な立山連峰

えーじぇっく日誌、今後の予定

●えーじぇっく日誌● 6月20日～8月20日
開催場所内　　容

8 月20日 Warm TOPIC（ウォーム・トピック）　Vol.179発行 情報発信 －

8 月26～27日 第20回北陸（日本）・韓国経済交流会議 組織運営 韓国

10月 2日 北陸AJEC調査業務「経済安全保障を巡る動きと
サプライチェーンの再編」報告会 組織運営 金沢

●今 後 の 予 定● 8月20日現在
開催場所内　　容

6 月20日 Warm TOPIC（ウォーム・トピック）　Vol.178発行 情報発信 －

8 月 8 日 北陸企業による外国人留学生採用実例報告会及び
外国人留学生との交流会 組織運営 金沢
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